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し
て
は
議
会
の
情
報
を
し
っ
か

り
と
お
伝
え
し
、ご
意
見
を
寄

せ
て
い
た
だ
く
た
め
、開
か
れ

た
議
会
を
い
っ
そ
う
推
進
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
市
議
選
の
投
票
率
は
、

や
っ
と
60
％
に
届
く
低
い
も
の

で
し
た
。市
政
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
議
会
と
し

て
も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
ま
す
。

　

議
会
の
活
性
化
を
推
進
し
、

議
会
に
目
を
向
け
て
い
た
だ
け

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

合
併
12
年
を
経
過
し
、基
本

的
な
体
制
整
備
は
進
み
ま
し
た
。

今
後
は
、社
会
資
本
の
老
朽
化

に
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
、少

子
高
齢
化
対
策
と
併
せ
重
要
課

題
で
あ
り
ま
す
。

　

東
御
市
発
展
の
た
め
議
長
を

補
佐
し
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

く
、よ
り
い
っ
そ
う
の
創
意
工

夫
と
努
力
を
積
み
重
ね
、市
政

の
発
展
、市
民
福
祉
の
向
上
に

全
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。

　

議
会
の
本
来
の
目
的
は
、何

事
に
も
是
々
非
々
を
も
っ
て
あ

た
り
、常
に
緊
張
感
を
保
ち
つ

つ
も
執
行
部
と
車
の
両
輪
と

な
っ
て
、市
政
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
に
尽
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
運
営
に
つ
い
て
は
、議

会
運
営
員
会
の
意
思
を
尊
重
し

な
が
ら
、公
正
無
私
を
旨
と
し
、

言
論
の
府
と
し
て
議
会
が
円
滑

に
運
営
さ
れ
る
よ
う
に
努
力
し

て
参
り
ま
す
。

　

議
員
各
位
が
個
々
に
持
っ
て

お
ら
れ
る
能
力
を
最
大
限
に
発

揮
で
き
る
よ
う
に
、議
会
の
環

境
整
備
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

開
か
れ
た
議
会
に
向
け
て

　

昨
年
11
月
の
市
議
選
を
受
け
、

新
役
員
が
選
任
さ
れ
、副
議
長

の
重
責
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
あ
り
ま
す
。

　

今
回
か
ら
議
員
定
数
が
２
名

減
少
し
、17
名
の
議
員
で
市
議

会
が
運
営
さ
れ
ま
す
。昨
年
の

議
会
改
革
特
別
委
員
会
で
の
議

論
の
結
果
、委
員
会
組
織
の
改

革
と
併
せ
減
員
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

地
方
議
会
は
二
元
代
表
制
の

も
と
、市
民
の
意
向
を
把
握
し
、

市
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、市
民
の
皆
さ
ん
に
対

議
会
活
性
化
に
向
け
て

　

昨
年
11
月
の
臨
時
議
会
に
お

き
ま
し
て
、議
長
に
選
出
い
た

だ
き
、そ
の
重
責
を
痛
感
し
て

お
り
ま
す
。

　

地
方
分
権
の
時
代
を
迎
え
、

自
治
体
の
自
主
的
な
決
定
と
責

任
が
拡
大
す
る
な
か
に
あ
っ
て
、

意
思
決
定
機
関
及
び
行
政
の
監

視
機
関
と
し
て
議
会
の
責
務
は

重
大
で
あ
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、厳

し
い
財
政
状
況
の
中
、少
子
高

齢
化
社
会
に
向
け
、医
療
・
福
祉

の
充
実
、観
光
・
農
業
・
教
育
・
人

口
減
少
対
策
な
ど
、多
く
の
課

題
が
山
積
み
し
て
お
り
ま
す
。

　

慣
例
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な

副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

東御市議会がスタート第2回臨時議会
委員会等の構成が決まりました

副議長　横山好範

議長　依田俊良委員長/阿部貴代枝委員長/佐藤千枝 副委員長/山崎康一副委員長/若林幹雄

田中信寿髙木真由美

依田政雄平林千秋

山浦利通中村眞一

栁澤旨賢長越修一

窪田俊介髙森公武

横山好範青木周次

委
員
長	

依
田　

政
雄

副
委
員
長	

平
林　

千
秋

	

山
浦　

利
通

	

佐
藤　

千
枝

	

若
林　

幹
雄

	

長
越　

修
一

	

栁
澤　

旨
賢

委
員
長	

窪
田　

俊
介

副
委
員
長	

山
浦　

利
通

	

田
中　

信
寿

	

髙
木
真
由
美

	

中
村　

眞
一

	

髙
森　

公
武

	

平
林　

千
秋

	

横
山　

好
範

	

依
田　

俊
良

	

長
越　

修
一

■
上
田
地
域
広
域
連
合
議
会

	

佐
藤　

千
枝

	

阿
部
貴
代
枝

	
横
山　

好
範

	
依
田　

俊
良

■
上
田
市
東
御
市
真
田
共
有
財

産
組
合

	

山
崎　

康
一

	

横
山　

好
範

■
川
西
保
健
衛
生
施
設
組
合

	

髙
森　

公
武

	

青
木　

周
次

	

依
田　

政
雄

■
北
佐
久
郡
老
人
福
祉
施
設
組
合

	

髙
木
真
由
美

	

中
村　

眞
一

■
佐
久
水
道
企
業
団

	

青
木　

周
次

議
会
運
営
委
員
会

監
査
委
員

議
会
広
報
調
査

特
別
委
員
会

一
部
事
務
組
合
議
会
等

議
員

平
成
28
年
第
2
回
臨
時
会
が
11
月
24
日
㈭
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
員
定
数
が
19
名
か
ら
17
名
に
減
と
な
っ
て
か
ら
初
め
て
実
施
さ
れ
た
11
月
の
市
議
会
議
員
選
挙
後
初
の

議
会
で
す
。議
員
役
職
の
選
挙
・
選
任
が
行
わ
れ
、議
長
に
依
田
俊
良
議
員
、副
議
長
に
横
山
好
範
議
員
を
選
出

し
た
ほ
か
、各
常
任
委
員
会
や
議
会
運
営
委
員
会
等
の
委
員
や
監
査
委
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

総
務
産
業
委
員
会

社
会
文
教
委
員
会

Interview
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め
ま
し
た
。同
研
究
委
員
会
の

第
一
回
会
議
で
は
、議
長
諮
問

事
項
も
ふ
く
め
闊
達
な
議
論
を

行
い
、市
民
に
信
頼
さ
れ
る
議

会
に
向
け
て
具
体
化
し
て
い
く

こ
と
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

た
結
果
、当
面
、会
派
代
表
に
よ

る「
議
会
活
性
化
調
査
研
究
委

員
会
」
を
発
足
す
る
こ
と
を
決

3
項
目
の
諮
問
が
あ
り
ま
し
た
。

（
別
項
）

　

議
会
運
営
委
員
会
で
協
議
し

議
会
活
性
化
調
査
研
究
委
員
会
の
発
足

　

東
御
市
議
会
に
議
会
活
性

化
調
査
研
究
委
員
会（
委
員
数

8
）が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。12
月

定
例
議
会
最
終
日
の
12
月
22
日

に
第
一
回
会
議
が
開
か
れ
、委

員
長
に
若
林
幹
雄
議
員
、副
委

員
長
に
平
林
千
秋
議
員
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。市
民
の
負
託
に

こ
た
え
市
政
の
監
視
・
提
案
・
広

報
機
能
な
ど
議
会
活
動
を
活
発

に
し
、市
民
に
信
頼
さ
れ
開
か

れ
た
議
会
に
む
け
調
査
研
究
し
、

出
来
る
こ
と
か
ら
順
次
実
施
し

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
の
市
議
会
議
員
選

挙
で
は
、史
上
最
低
の
投
票
率

で
し
た
。選
挙
中
に
も
議
員
報

酬
の
引
き
上
げ
や
議
会
活
動
の

在
り
方
を
め
ぐ
る
論
議
が
あ
り

ま
し
た
。こ
れ
を
う
け
て
新
し

い
議
会
で「
議
会
活
性
化
」
が

論
議
さ
れ
て
き
ま
し
た
。12
月

定
例
議
会
の
冒
頭
、依
田
俊
良

新
議
長
か
ら
議
会
運
営
委
員
会

に「
議
会
の
活
性
化
に
向
け
」

依田議長（左）から「議会活性化」について諮問をう
ける議会運営委員会・依田政雄委員長（右）

多様な民意を反映するための政策提言・立案機能
の強化を目指した議会の在り方

市政運営に対するチェック機能を強化するため
の本会議・委員会の在り方

市民に対する責務を全うするための議会活動の
透明性向上を目指した市民にわかりやすい議会
運営の在り方

議会活性化に向けた３つの問いかけ

１

２

３

市民に信頼される
開かれた議会にむけて

　

各
会
派
へ
の
交
付
総
額
は

1
3
3
万
円
で
す
。（
19
名
×

7
ヶ
月
）
支
出
は
別
表
の
よ
う

に
事
業
は
各
会
派
と
も
議
員
研

修
会
参
加
や
先
進
地
視
察
で
、

そ
の
た
め
の
旅
費
・
宿
泊
費
、参

加
費
、資
料
代
と
な
っ
て
い
ま

す
。す
べ
て
に
領
収
書
が
添
付

さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
活
動
報

告
書
も
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

政
務
活
動
費
は
、交
付
額
を

上
回
っ
た
分
は
各
会
派
負
担
と

な
り
ま
す
。残
余
が
あ
っ
た
場

合
は
返
還
し
ま
す
。議
員
一
人

当
た
り
月
額
1
万
円
を
会
派
の

所
属
議
員
数
に
応
じ
て
会
派
に

交
付
さ
れ
ま
す
。会
計
年
度
に

お
う
じ
て
収
支
報
告
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

政
務
活
動
費
の
使
途

　

次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

会
派
が
行
う
調
査
研
究
、研

修
、広
報
、広
聴
、住
民
相
談
、要

請
、陳
情
、各
種
会
議
へ
の
参
加

会派名 人数（人） 交付金額（円） 支出金額（円） 差引金（円） 返還額（円）

東翔の会 5 350,000 365,736 △ 15,736 0
太陽と風の会 4 280,000 415,154 △ 135,154 0
さわやかな風の会 4 280,000 377,702 △ 97,702 0
日本共産党 2 140,000 135,230 4,770 4,770
公明党 2 140,000 61,392 78,608 78,608
高志会 2 140,000 61,392 78,608 78,608

合　計 19 1,330,000 161,986
※差引金額の△は、会派各自が負担しています。

会派 代表者 実施期日 視察研修場所等 内　容

東翔の会 栁澤　旨賢
①8/9〜10

(※)8/18〜19

①-石川県金沢市

(※)会派合同視察

①-1金沢の食文化とご当地農産物のブランド化
の取り組み

　-2市内文化財の保護状況
(※)ー

太陽と
風の会 若林　幹雄

①４/14～15 ①-全国市町村国際文化研究所
　（滋賀県）

①市町村議会議員特別セミナー

②７/19～21

(※)8/18～19

②-1NPO法人グリーンバレー
   -2株式会社いろどり
　-3愛媛県今治市
(※)会派合同視察

②-1サテライトオフィスについて
   -2葉っぱビジネスについて
　-3今治タオルプロジェクトについて
(※)ー

さわやかな
風の会 依田　俊良

①4/19～21

(※)8/18～19

①-1株式会社エフエムきらら
　-2北九州市エコタウンセンター
　-3ロボスクエア
(※)会派合同視察

①-1会社概要・経営について
   -2北九州エコタウン事業について
   -3市民生活におけるロボットの活用について
(※)ー

日本共産党 平林　千秋 (※)8/18～19
①8/22～23

(※)会派合同視察
①-JA長野県ビル

(※)ー
①-第37回市町村議会議員研修会

公明党 依田　政雄 (※)8/18～19 (※)会派合同視察 (※)ー

高志会 堀　　高明 (※)8/18～19 (※)会派合同視察 (※)ー

(※)会派合同視察
8/18～19 ①-1東京都大田区

　 2茨城県守谷市
①-1大田区議会議員との研修会
　　障がい者サポートセンター視察
　　羽田クロノゲート視察
　-2議会改革の取り組み

政務活動費収支報告一覧表（平成28年4月1日〜11月20日）

　
平
成
28
年
の
市
議
会
各
会
派
の
政
務
活
動
費
収
支
を
報
告
し

ま
す
。同
年
11
月
に
市
議
会
議
員
選
挙
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
4

月
か
ら
任
期
ま
で
の
収
支
と
な
り
ま
す
。

政務活動費について
報告します

■
議
会
活
性
化
調
査
研
究
委
員
会

委
員
長	

若
林　

幹
雄

副
委
員
長	

平
林　

千
秋

	

山
崎　

康
一

	

阿
部
貴
代
枝

	

長
越　

修
一

	

依
田　

政
雄

	

栁
澤　

旨
賢

	

横
山　

好
範

等
市
政
の
課
題
及
び
市
民
の
意

思
を
把
握
し
、市
政
に
反
映
さ

せ
る
活
動
そ
の
他
の
住
民
福
祉

の
増
進
を
図
る
た
め
の
活
動
。
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生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
施
設

建
設

問　

工
事
費
の
約
3
億
9
千
万

円
の
内
容
は
何
か
。

答　

事
業
費
用
は
約
5
億
6
8

0
0
万
円
で
あ
る
。来
年
度
分
の

3
億
9
千
万
円
に
つ
い
て
、前
倒

し
で
国
の
内
示
を
得
ら
れ
た
の

で
今
回
補
正
し
て
翌
年
度
に
繰

越
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　

建
設
地
で
不
燃
物
な
ど

埋
設
物
の
発
見
が
あ
り
、新
た

に
処
理
費
用
等
が
発
生
し
て
い

る
。工
期
は
ど
う
な
る
の
か
。

答　

予
定
通
り
平
成
29
年
12

月
供
用
開
始
を
目
指
し
て
関
係

流
水
プ
ー
ル
改
修
工
事

問　

市
民
プ
ー
ル
の
改
修
工

事
費
、約
6
0
0
0
万
円
の
内

容
は
ど
う
か
。

答　

流
水
プ
ー
ル
の
修
繕
と

ス
ラ
イ
ダ
ー
プ
ー
ル
撤
去
で
あ

る
。流
水
プ
ー
ル
は
、破
損
し
た

躯く

体た
い
の
修
繕
、防
水
シ
ー
ト
の

全
面
張
り
か
え
、流
水
ポ
ン
プ

1
基
の
更
新
、配
管
の
漏
水
修

繕
と
流
水
ポ
ン
プ
吸
い
込
み
口

の
改
修
で
あ
る
。ス
ラ
イ
ダ
ー

小
学
校
ト
イ
レ
改
修
工
事

問　

ト
イ
レ
改
修
の
具
体
的

内
容
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

答　

滋
野
、田
中
小
学
校
の
ト

イ
レ
に
つ
い
て
、便
器
・
便
座
数
、

配
管
を
見
直
し
て
整
備
す
る
。

既
存
施
設
の
改
修
を
前
提
に
進

め
て
い
る
が
、洋
式
の
空
間
確

保
な
ど
で
、数
が
3
分
の
1
は

減
る
見
込
み
で
あ
る
。

問　

工
事
は
い
つ
な
の
か
。

答　

3
月
の
春
休
み
に
は
着

手
し
た
い
。実
施
設
計
書
に
よ

る
が
、短
期
間
で
終
わ
る
よ
う

計
画
し
た
い
。

問　

収
入
金
は
基
金
へ
積
立

て
た
後
、第
三
セ
ク
タ
ー
債
の

繰
上
償
還
に
充
て
る
。三
セ
ク

債
の
残
高
は
ど
う
な
る
の
か
。

答　

平
成
29
年
3
月
の
定
期

償
還
と
今
回
の
繰
上
償
還
で
、

借
入
残
高
は
26
億
3
9
3
0
万

円
程
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

住
宅
団
地
販
売
と
三
セ
ク
債

問　

住
宅
団
地
売
払
収
入
の

約
1
4
2
2
万
円
は
ど
こ
の
区

画
が
売
れ
た
の
か
。

答　

白
樺
池
住
宅
団
地
で
1

区
画
、寺
坂
団
地
3
区
画
、常
満

住
宅
団
地
1
区
画
で
あ
る
。

総
括
質
疑

流水プール今夏再開へ

補
正
予
算
な
ど
総
括
質
疑

条
例
審
議

平
成
28
年
第
4
回
定
例
会
に
は
、8
憶
8
9
5
0
万
余
を
追
加

す
る
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
11
件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

小学校トイレ改修は既存スペースで洋式化

東
御
市
特
別
職
一
般
職
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　

平
成
28
年
長
野
県
人
事
委
員

会
勧
告
を
踏
ま
え
て
、市
長
、副

市
長
、教
育
長
、議
員
の
期
末
手

当
や
一
般
職
の
給
料
表
と
勤
勉

手
当
の
支
給
率
を
改
正
す
る
も

・生ごみリサイクル施設建設工事費……… 390,625
・小学校トイレ改修工事費………………… 190,000
・市民プール改修工事費………………………60,124
・除雪・融雪剤散布委託料……………………12,500
・橋梁長寿命化修繕計画　……………………11,000
・議員報酬・手当及び負担金………………… 4,243

一般会計補正予算主な内容
（単位・千円）

管理棟

既存駐車場
流水プール

噴水プール

50ｍプール

ちびっこプール

※機能維持に必要な補修
　・漏水箇所修繕
　・防水シート張替え
　・流水用ポンプ更新

流水プール

市民プール改修箇所

※着水プール基準不適合、すべり台塔老朽化
　安全な運営のため撤去
・スライダー撤去（柱脚等腐食状態）高さ 6m
・着水プール撤去（水深基準不適合）
  　水深：現状 60cm⇒法基準 85cm 以上

スライダープール

Interview

プ
ー
ル
は
、ス
ラ
イ
ダ
ー
の
撤

去
、着
水
プ
ー
ル
の
撤
去
・
埋
め

戻
し
で
あ
る
。

問　

流
水
プ
ー
ル
は
い
つ
再

開
す
る
の
か
。

答　

平
成
29
年
6
月
の
供
用

開
始
を
目
指
し
て
い
る
。

※
図【
市
民
プ
ー
ル
改
修
箇
所
】

を
参
照

者
と
対
応
を
進
め
て
い
る
。

橋
梁
長
寿
命
化
事
業

問　

5
0
0
万
円
の
工
事
費

は
ど
こ
の
橋
を
修
繕
す
る
の
か
。

答　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

北
側
、所
沢
川
に
か
か
る
鞍
掛

橋
で
あ
る
。

問　

市
の
橋
梁
に
つ
い
て
点

検
状
況
は
ど
う
か
。

答　

市
内
に
は
1
9
4
橋
が

あ
り
、28
年
度
ま
で
に
1
8
5

橋
が
終
わ
る
予
定
で
あ
る
。

平
和
と
人
権
を
守
る
都
市

宣
言

問　

記
念
碑
建
立
が
予
算
化

さ
れ
た
。宣
言
文
を
更
に
練
り

上
げ
ら
れ
な
い
か
。

答　

宣
言
の
案
文
は
、こ
れ
ま

で
に
懇
話
会
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
経
て
き
た
。そ
れ
ら

を
反
映
し
た
内
容
に
な
っ
て
い

る
と
考
え
る
。

問　

発
表
の
時
期
は
い
つ
か
。

答　

今
年
度
予
算
の
た
め
、現

時
点
で
は
除
幕
式
も
含
め
て
年

度
内
に
行
い
た
い
と
考
え
る
。

荒
廃
農
地
復
旧
補
助
の
特

例
措
置

問　

荒
廃
農
地
復
旧
対
策
事

業
補
助
金
の
増
額
補
正
の
理
由

は
な
に
か
。

答　

荒
廃
農
地
を
復
旧
し
、果

樹
等
の
永
年
作
物
を
作
付
す
る

場
合
、復
旧
費
用
の
半
分
を
市

が
補
助
し
て
い
る
。こ
れ
ま
で

国
の
交
付
金
と
合
わ
せ
て
概
ね

費
用
負
担
無
し
で
復
旧
で
き
て

い
た
。年
度
途
中
で
国
の
交
付

金
が
廃
止
と
な
り
、特
例
措
置

と
し
て
国
の
交
付
金
相
当
額
の

半
分
を
市
の
補
助
金
と
し
て
上

乗
せ
措
置
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

問　

荒
廃
農
地
の
解
消
は
進

ん
で
い
る
の
か
。

答　

当
初
予
算
66
㌃
の
復
旧

見
込
み
が
、上
乗
せ
措
置
分
も

含
め
全
体
で
4
7
0
㌃
と
な
る

計
画
で
あ
る
。

の
で
す
。

問　

一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
し
て
月
例
給
の
給
与
水
準

を
平
均
0
・
43
％
引
上
げ
る
が
、

内
容
は
ど
う
か
。

答　

勧
告
は
若
年
層
に
手
厚

い
改
定
を
求
め
て
い
る
。主
事

級
職
員
0
・
8
3
3
％
に
対
し

部
長
級
0
・
2
6
7
％
と
い
う

形
で
、若
年
層
に
加
重
配
分
し

て
い
る
。

職
員
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て

問　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き

保
育
士
の
正
職
員
は
改
善
す
る

が
、臨
時
職
員
の
賃
金
は
ど
う

な
る
の
か
。

答　

臨
時
職
員
の
保
育
士
賃

金
に
つ
い
て
、新
年
度
予
算
に

向
け
て
検
討
を
し
て
い
る
。一

般
事
務
の
臨
時
職
員
に
つ
い
て

は
、近
隣
市
町
村
と
の
均
衡
も

含
め
て
検
討
す
る
。

問　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の

社
会
保
険
料
の
増
額
は
な
ぜ
か
。

答　

制
度
の
変
更
に
よ
り
、週

20
時
間
勤
務
か
ら
社
会
保
険
へ

の
加
入
が
可
能
と
な
っ
た
た
め

で
あ
る
。
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例
」は
、平
成
28
年
長
野
県
人
事

委
員
会
勧
告
等
を
踏
ま
え
、常

勤
の
特
別
職
の
職
員
議
会
の
議

員
の
期
末
手
当
と
一
般
職
の
職

員
の
給
料
、期
末
手
当
の
支
給

率
を
改
正
す
る
ほ
か
所
要
の
改

正
を
行
い
ま
す
。

　

一
般
職
の
職
員
の
給
与
水
準

は
、平
均
0
・
43
％
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
が
、若
い
職
員
に
厚
く

配
分
が
さ
れ
る
と
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

雇
用
保
険
法
の
規
定
適
用

「
東
御
市
一
般
職
の
職
員
の
退

職
手
当
に
関
す
る
条
令
の
一
部

を
改
正
条
例
」は
、雇
用
保
険
法

の
一
部
改
正
に
よ
り
必
要
な
改

正
を
行
い
ま
す
。

上
田
地
域
と
佐
久
地
域
の
定

住
自
立
圏
協
定
項
目
増
加

　

上
田
地
域
及
び
佐
久
地
域
定

住
自
立
圏
形
成
に
関
す
る
協
定

の
変
更
に
つ
い
て
は
、上
田
地

域
を
現
在
16
項
目
か
ら
22
項
目

に
、佐
久
地
域
を
12
項
目
か
ら

14
項
目
に
変
更
し
ま
す
。

　

変
更
す
る
こ
と
で
更
に
き
め

細
や
か
な
取
り
組
み
が
で
き
ま

す
。

　

本
委
員
会
は
12
月
15
日
に
付

託
さ
れ
た
条
例
改
正
2
件
、定

住
自
立
圏
形
成
に
関
す
る
協
定

の
変
更
2
件
、請
願
・
陳
情
各
1

件
の
審
査
を
15
日
、16
日
に
行

い
、す
べ
て
全
会
一
致
で
可
決
・

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。ま
た
19
日
に
は
現
地
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
職
の
職
員
の
給
与
水
準

は
若
い
職
員
に
厚
く
配
分

「
東
御
市
特
別
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
及
び
東
御
市

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
令
の
一
部
を
改
正
す
る
条新張山土石採取地の現地視察小学校のトイレ改修　現地視察

常任委員会レポート

請
願
・
陳
情

の
審
査

「
免
税
軽
油
制

度
の
継
続
を
求

め
る
請
願
」は
、

道
路
を
走
ら
な

い
機
械
に
使
う

軽
油
の
軽
油
引

取
税
の
減
免
を

求
め
る
請
願
で

す
。
ス
キ
ー
場

で
使
用
す
る
ゲ

レ
ン
デ
整
備
車
、

降
雪
機
だ
け
で

な
く
大
規
模
農
家
の
農
業
用
機

械
も
適
用
を
受
け
て
お
り
、営

業
利
益
に
直
結
す
る
重
要
な
制

度
で
す
。全
会
一
致
で
継
続
を

求
め
ま
し
た
。

　
「
地
域
防
災
力
の
向
上
と
災

害
に
強
い
防
災
拠
点
の
整
備
を

求
め
る
陳
情
」に
つ
い
て
は
、審

査
経
過
の
中
で
、自
治
体
へ
の

財
政
的
支
援
も
要
望
し
た
ら
ど

う
か
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

現
地
視
察

　

毎
年
実
施
し
て
い
る
新
張
山

土
石
採
取
地
の
現
地
視
察
を
行

な
い
ま
し
た
。

　

今
回
、平
成
28
年
2
月
か
ら

34
年
2
月
ま
で
6
年
間
、採
取

期
間
が
認
可
延
長
と
な
り
、梅

雨
時
の
大
雨
、ゲ
リ
ラ
豪
雨
、台

風
等
で
被
害
が
出
な
い
よ
う
、

沈
砂
池
、土
側
溝
等
の
整
備
実

施
、防
災
設
備
の
管
理
状
況
、採

石
後
の
緑
化
工
、植
栽
の
補
植

作
業
の
状
況
な
ど
を
視
察
し
ま

し
た
。

　

地
元
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
対
策
を
取
る
こ
と

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

上田・佐久地域の
定住自立圏の協定項目を
追加し、きめ細かな取り組みに

総務
産業

社会
文教

　

本
委
員
会
は
、12
月
15
日
に

付
託
さ
れ
た
条
例
4
件
、陳
情

3
件
を
16
日
に
審
査
し
、午
後

は
洋
式
化
改
修
予
定
の
田
中
小

学
校
と
滋
野
小
学
校
の
ト
イ
レ
、

生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
建
設

予
定
地
、旧
東
部
区
域
の
し
尿

等
の
受
け
入
れ
先
と
な
る
川
西

保
健
衛
生
施
設
組
合
の
現
況
に

つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

東
御
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

平
成
28
年
度
の
税
制
改
正
で
、

ス
イ
ッ
チ
O
T
C
医
薬
品
と
呼

ば
れ
る
薬
を
購
入
し
た
場
合
に
、

所
得
税
の
控
除
が
で
き
る
規
定

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（
自
主
服
薬
）
を
推
進
す
る
た

め
に
で
き
た
制
度
で
、平
成
29

年
1
月
か
ら
適
用
開
始
と
な
り

ま
す
。市
民
の
日
常
生
活
に
密

接
に
関
わ
る
制
度
の
た
め
、適

切
な
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
施

行
前
の
市
民
周
知
を
徹
底
し
て

ほ
し
い
と
い
う
意
見
を
付
し
可

決
し
ま
し
た
。

東
御
市
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

健
康
保
険
法
施
行
令
の
規
定

に
も
と
づ
き
、出
産
育
児
一
時

金
42
万
円
に
つ
い
て
内
訳
が
明

示
さ
れ
ま
し
た
。出
産
時
の
事

故
へ
の
補
償
と
し
て
医
療
機

関
が
加
入
を
す
る
も
の
で
、産

科
医
療
補
障
制
度
加
算
額
を

1
万
6
0
0
0
円
と
す
る
改
正

で
す
。　
　

　

な
お
、支
給
す
る
出
産
育
児

一
時
金
の
総
額
は
42
万
円
で
、

改
正
前
と
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

審
議
の
結
果
、対
象
者
に
わ
か

り
や
す
く
丁
寧
な
説
明
を
行
い

な
が
ら
対
応
し
て
ほ
し
い
と
意

見
を
付
し
可
決
し
ま
し
た
。

川
西
保
健
衛
生
施
設
組
合

の
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
4
月
か
ら
川
西
保

健
衛
生
施
設
へ
旧
東

部
区
域
の
し
尿
等
の

受
け
入
れ
を
開
始
す

る
こ
と
に
伴
い
、し

尿
処
理
施
設
や
汚
泥

処
理
施
設
を
共
同
処

理
す
る
事
務
を
旧
北

御
牧
村
区
域
に
限
る

と
し
て
い
た
規
定
を

削
除
す
る
た
め
の
規

約
変
更
を
全
員
賛
成

で
可
決
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、東
御
市
国

民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
も
可

決
し
ま
し
た
。

陳
情
に
つ
い
て

　

陳
情
3
件
に
つ
い

て
い
ず
れ
も
採
択
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

陳
情
は
次
の
通
り
で
す
。

○
給
付
型
奨
学
金
制
度
の
創
設

等
を
求
め
る
意
見
書（
決
議
）

の
提
出
を
求
め
る
陳
情

○
義
務
教
育
国
庫
負
担
制
度
の

堅
持
を
求
め
る
陳
情
書

○
国
の
責
任
に
よ
る
35
人
学
級

推
進
と
、教
育
予
算
の
増
額

を
求
め
る
陳
情
書

田中小学校・滋野小学校の
トイレ、洋式化改修へ

「
O
v
e
r 

T
h
e 

C
o
u
n
t
e
r
」
の

略
で
こ
れ
ま
で
は
医
師

の
判
断
で
し
か
使
用
で

き
な
か
っ
た
医
薬
品
を
、

薬
局
等
の
カ
ウ
ン
タ
ー

越
し
に
売
ら
れ
る
薬
と

い
う
意
味
で
す
。

スイッチOTC薬とは？

Standing committee Report
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一 般 質 問一 般 質 問

市政を問う
一 般 質 問 項 目

ケ
ー
ス
と
な
っ
た
和
・
矢
立
山

の
施
設
設
置
で
は
、地
元
区
と

事
業
者
と
の
協
議
を
も
と
に
協

定
が
結
ば
れ
、市
も
加
わ
っ
た

3
者
協
定
と
し
、こ
れ
が
適
正

化
事
業
の
基
本

に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、そ
の

後
問
題
も
起
き

て
い
る
。こ
れ

ま
で
の
到
達
点

に
た
っ
て
市
・

事
業
者
・
地
元

区
の
と
る
べ
き

対
応
を
明
ら
か

に
し
た
準
則
・

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
作
成
し
て
は

ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長

　

県
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
活
用
し

て
、ガ
イ
ド
ラ

問　

太
陽
光
発
電
所
設
置
で

は
、東
御
市
環
境
を
よ
く
す
る

条
例
で
10
㌗
以
上
を
届
け
出

対
象
と
し
、市
の
設
置
適
正
化

事
業
を
進
め
て
い
る
。最
初
の

問　
「
湯
楽
里
館
」
や「
ア
ー

ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
明
神
館
」な
ど
、

市
内
4
ヶ
所
の
温
泉
施
設
の
営

業
時
間
短
縮
に
伴
う
経
費
の
削

減
効
果
は
ど
う
か
。

声
を
直
接
聞
く
機
会
を
設
け
る
。

問　

高
齢
化
が
進
行
し
、交
通

手
段
の
な
い
有
権
者
の
た
め
に

区
ご
と
の
投
票
所
を
設
け
て
は

ど
う
か
。

選
挙
管
理
委
員

長　

高
齢
化
が

進
行
す
る
状
況

を
考
慮
す
れ
ば

今
後
の
検
討
と

認
識
し
て
い
る
。

国
民
健
康
保

険
税
と
医
療

費問　

国
保
の

運
営
状
況
は
。

市
民
生
活
部

長　

単
年
度

の
財
源
不
足

は
、一
般
会
計

か
ら
の
繰
入

金
1
億
円
の

産
業
経
済
部
長　
「
ゆ
ぅ
ふ
る

t
a
n
a
k
a
」
以
外
の
施
設

は
、利
用
者
状
況
な
ど
条
件
に

応
じ
て
営
業
時
間
を
変
更
し

た
。「
湯
楽
里
館
」
と「
御
牧
乃

湯
」
で
は
前
年

比
で
、灯
油
が

1
万
4
0
0
0

ℓ
、
電
気
は

2
5
0
0 

k
w
、

L
P
ガ
ス
は
90

㎥
、
人
件
費
が

延
べ
4
0
0
時

間
分
減
っ
た
。

一
定
の
成
果
に

つ
な
が
っ
て
い

る
と
考
え
て
い

る
。
今
後
も
利

用
者
ニ
ー
ズ
や

時
間
帯
別
利
用

動
向
な
ど
を
踏

ま
え
な
が
ら
快

適
性
・
利
便
性

ほ
か
基
金
を
取
り
崩
し
運
営
し

て
い
る
。

問　

医
療
費
を
抑
え
る
た
め

の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長　

医
療
費
通
知

の
発
行
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
品

の
推
奨
、1
つ
の
症
状
で
2
ヶ

所
以
上
の
医
療
機
関
か
ら
投
薬

を
受
け
て
い
る
方
へ
の
適
正
指

導
な
ど
で
あ
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

問　

29
年
度
よ
り
、要
支
援
者

へ
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
市
の
総

合
事
業
へ
移
行
す
る
。ど
の
よ

う
な
事
業
内
容
か
。

健
康
福
祉
部
長　

対
象
者
は
要

支
援
1
・
2
や
今
後
要
支
援
に

な
る
可
能
性
の
高
い
方
。区
単

位
で
開
催
で
き
る
介
護
予
防
教

室
や
医
療
・
介
護
等
多
職
種
連

携
を
図
り
地
域
に
根
付
い
た
取

り
組
み
を
目
指
す
。

の
確
保
に
十
分
配
慮
し
つ
つ
、施

設
の
効
率
的
な
運
営
に
努
め
る
。

問　

経
費
削
減
の
効
果
は
理

解
し
た
が
、営
業
時
間
短
縮
に

よ
り
、今
ま
で
利
用
い
た
だ
い

た
方
に
は
多
少
な
り
と
も
不
便

を
か
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、お

客
様
の
気
持
ち
を
し
っ
か
り
理

解
の
上
で
、よ
り
経
営
努
力
を

し
、こ
の
す
ば
ら
し
い
施
設
を

恒
久
的
に
使
い
続
け
ら
れ
る
よ

う
期
待
し
要
望
と
す
る
。

投
票
率
の
低
下
に
つ
い
て

問　

市
民
に
と
っ
て
最
も
身

近
な
選
挙
で
投
票
率
が
低
い
こ

と
は
心
配
な
状
況
で
あ
る
。

選
挙
管
理
委
員
長　

子
ど
も
の

頃
か
ら
地
域
活
動
に
取
り
組
む

こ
と
で
、主
権
者
と
し
て
地
域

の
こ
と
を
考
え
る
き
っ
か
け
と

な
り
投
票
率
の
向
上
に
つ
な
が

る
も
の
と
も
考
え
る
。

平林　千秋…………………………………………………
●地上設置型太陽光発電施設設置の適正化事業について
●御堂再開発について
●後期高齢者医療制度の保険料軽減特例措置の廃止につ

いて
長 越 修 一……………………………………………………
●本年度市長選市議会選挙について
●市内４ヶ所の温泉施設について
佐 藤 千 枝……………………………………………………
●市議会議員選挙の投票率向上に向けて
●健康を維持し安心して暮らすために
●地域包括ケアシステムについて
若 林 幹 雄……………………………………………………
●滋野地区からのスーパー撤退に伴う対策について
●クルミ黒斑細菌病の防除対策について
●若者の働く場所を確保する取り組みについて
阿 部 貴代枝… ………………………………………………
●市民の市政への関心について    
●青少年育成と地方創生について

髙 木 真由美… ………………………………………………
●産後ケア事業について
●児童虐待防止対策について
窪田 俊 介… …………………………………………………
●子どもの放課後について
●就学援助について
●消防団員への応援事業
●小学校区単位の地域づくりについて
山 崎 康 一……………………………………………………
●小学生の放課後の居場所について
●小学校改修計画について
●市内の道路状況について
●市民サービスについて
依 田 政 雄……………………………………………………
●地方創生総合戦略の更なる推進について
●災害発生時における避難所運営について
●若年性認知症の方への対応について
横 山 好 範……………………………………………………
●鳥獣害対策について

イ
ン
な
ど
の
作
成
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問　

今
後
積
極
的
に
太
陽
光

発
電
を
進
め
る
う
え
で
も
矢
立

山
方
式
や
県
の
モ
デ
ル
条
例
を

結
合
し
て
新
た
な
条
例
を
作
っ

て
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長　

ご
指
摘
を
十

分
検
討
し
、必
要
性
を
研
究
し

て
い
く
。

御
堂
再
開
発
で
安
全
・
被

害
補
償
協
定
の
検
討
を

問　

御
堂
の
再
開
発
で
安
全

対
策
が
重
要
だ
が
、そ
れ
で
も

災
害
事
態
が
お
き
う
る
。こ
れ

に
そ
な
え
て
安
全
確
保
と
被
害

補
償
に
つ
い
て
事
業
主
体
で
あ

る
県
・
市
が
地
元
区
と
協
定
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

産
業
経
済
部
長　

今
後
関
係
機

関
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

A
議
員
の

市
か
ら
の
答えQ問い

問　

若
者
の
投
票
率
ア
ッ
プ

に
向
け
た
対
策
は
な
に
か
。

選
挙
管
理
委
員
長　

若
者
に
も
、

市
政
や
地
域
の
場
に
参
画
で
き

る
機
会
を
増
や
し
、有
権
者
の 平林　千秋議員

問答

太
陽
光
発
電
所
設
置
で

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
を

県
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活
用
し
て

作
成
を
検
討
し
て
い
く

事業者の不適正な工事・設計で工事が中断している奈良原太陽光発電施設

長越　修一議員

問答

温
泉
施
設
営
業
時
間
短
縮
に
よ
る効果

は

経
費
削
減
に
一
定
の
成
果
あ
り

佐藤　千枝議員

問答

市
議
選
の
投
票
率
低
下
の主

な
要
因
は

若
年
層
の
政
治
離
れ
が進ん

で
い
る
こ
と

さらなる経営努力が期待される市内温泉施設

年代別投票状況比較

東御市議会のホームページから、今回の一般質問を動画で見ることができます。
パソコン、スマートフォンから、いつでもご覧いただけます。 東御市議会 検索

議員
10人
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一 般 質 問一 般 質 問

髙木　真由美議員

問答

産
後
ケ
ア
事
業
を

ど
の
よ
う
に
す
す
め
る
か

助
成
で
き
る
と
こ
ろ
は
し
て
い
き
た
い

策
と
し
て
デ
マ
ン
ド
交
通
が
あ

る
。よ
り
使
い
勝
手
の
良
い
シ

ス
テ
ム
と
す
る
た
め
現
在
見
直

し
に
着
手
し
て
い
る
。

問　

現
行
デ
マ
ン
ド
交
通
は

エ
リ
ア
運
行
で
、

他
の
エ
リ
ア
に

は
乗
り
換
え
が

必
要
で
あ
り
使

い
勝
手
が
悪
い
。

市
内
循
環
の
買

物
バ
ス
を
創
設

し
て
は
ど
う
か
。

産
業
経
済
部
長

　

買
物
専
用

バ
ス
は
他
の
バ

ス
と
ル
ー
ト
が

重
複
し
費
用
対

効
果
が
課
題
。

ル
ー
ト
設
定
も

問
題
で
難
し
い
。

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
き
た
か
。

選
挙
管
理
委
員
長　

投
票
率

ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、選
挙
管

理
委
員
と
し
て
従
来
の
方
法
に

捉
わ
れ
な
い
啓
発
活
動
や
投
票

環
境
の
整
備
の

必
要
性
を
感
じ

る
。以
降
の
選

挙
に
向
け
、具

体
的
な
方
法
を

研
究
し
た
い
。

市
政
に
対
す
る

市
民
の
関
心
を

高
め
る
こ
と
が

課
題
で
あ
る
。

即
効
性
の
あ
る

対
策
は
難
し
い

が
、市
全
体
で

検
討
を
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考

え
る
。

問　

昨
年
滋
野
地
区
の
ス
ー

パ
ー
が
撤
退
し
、車
を
運
転
で

き
な
い
高
齢
者
や
一
人
暮
ら
し

の
方
は
買
い
物
に
困
っ
て
い
る
。

産
業
経
済
部
長　

交
通
弱
者
対

問　

11
月
の
市
議
選
の
投
票

率
は
60
・
21
％
。次
第
に
低
下
す

る
投
票
率
を
ど
の
よ
う
に
考
察

す
る
か
。選
挙
管
理
委
員
会
と

し
て
投
票
率
ア
ッ
プ
の
啓
発
を

問　

少
子
高
齢
化
対
策
の
推

進
や
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行

う
た
め
に
、産
み
育
て
や
す
い

仕
組
み
や
環
境
を
構
築
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、ど
う

進
め
て
い
く
か
。

健
康
福
祉
部
長　

妊
婦
訪
問
を

始
め
た
こ
と
で
、よ
り
早
い
段

階
か
ら
妊
婦
の
状
況
を
把
握

し
、対
処
で
き
る
よ
う
に
な
っ

問　

就
学
援
助
費
の
支
給
状

況
は
ど
う
か
。

教
育
次
長　

就
学
援
助
制
度
は
、

義
務
教
育
段
階
で
家
庭
の
経
済

的
負
担
が
困
難
な
場
合
に
、そ
の

一
部
の
経
費
を
援
助
し
て
い
る
。

小
学
校
で
8
・
6
％
、中
学
校
で

14
・
6
％
を
援
助
し
て
い
る
。

問　

支
給
時
期
改
善
の
検
討

は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

た
。そ
の
結
果
、妊
婦
の
出
産
や

育
児
に
対
す
る
不
安
の
軽
減

や
、子
育
て
の
環
境
に
か
か
わ

る
リ
ス
ク
の
発
生
の
予
防
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

産
後
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
助
成

に
つ
い
て
は
、利
用
者
の
負
担

を
軽
減
し
母
親
が
利
用
し
や
す

い
よ
う
に
、国
の
母
子
保
健
事

業
に
あ
る
産
後
ケ
ア
事
業
の
補

教
育
次
長　

お
金
の
か
か
る
時

に
、適
切
な
支
給
は
大
切
と
判

断
し
見
直
し
を
行
っ
た
。こ
れ

ま
で
入
学
後
の
9
月
に
支
給
し

て
き
た
新
入
学
用
品
費
を
、希

望
す
る
保
護
者
に
は
入
学
準
備

費
と
し
て
、必
要
と
な
る
2
月

に
支
給
す
る
。ま
た
年
2
回
の

支
給
月
の
う
ち
、9
月
を
8
月

に
繰
上
げ
て
、8
月
と
3
月
支

助
金
を
見
込
ん
で
、29
年
度
か

ら
の
実
施
に
向
け
て
検
討
し
た

い
。

児
童
虐
待
防
止
対
策
に
つ

い
て

問　

虐
待
に
対
す
る
防
止
策

と
し
て
、具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
事
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

健
康
福
祉
部
長　

あ
っ
て
は
な

ら
な
い
虐
待
を
未
然
に
防
止
す

る
に
は
、親
の
不
安
や
ス
ト
レ

ス
を
緩
和
し
、孤
立
を
解
消
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
た
め
、

子
育
て
に
か
か
わ
る
各
機
関
で

相
談
窓
口
を
設
け
て
い
る
。ま

た
、市
で
は
関
係
者
で
構
成
さ

れ
て
い
る
虐
待
防
止
総
合
対
策

推
進
協
議
会
を
毎
年
開
催
し
て

お
り
、そ
の
中
で
最
新
の
情
報

を
共
有
し
た
り
、虐
待
の
防
止

策
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
て

い
る
。

給
に
す
る
。

問　

入
学
準
備
費
の
具
体
的

内
容
は
ど
う
か
。

教
育
次
長　

支
給
対
象
者
は
4

月
に
小
・
中
学
校
に
入
学
す
る

児
童
の
保
護
者
で
あ
る
。11
月

に
該
当
者
全
員
に
文
書
通
知
し
、

申
請
の
場
合
は
12
月
に
学
校
に

提
出
い
た
だ
い
て
、現
在
進
め

て
い
る
。支
給
額
は
小
学
校
で

は
2
万
4
7
0
円
、中
学
校
で

は
2
万
3
5
5
0
円
で
あ
る
。

問　

文
科
省
は
、来
年
度
概
算

要
求
で
、新
入
学
用
品
費
の
倍

額
要
求
を
し
て
い
る
。こ
れ
を

見
越
し
て
入
学
用
品
費
の
増
額

を
す
る
自
治
体
も
あ
る
が
東
御

市
で
は
ど
う
か
。

教
育
次
長　

現
在
、正
式
な
情

報
は
来
て
い
な
い
。要
保
護
児

童
対
象
で
あ
り
準
要
保
護
児
童

ま
で
影
響
す
る
の
か
は
今
後
の

状
況
に
よ
る
。

一昨年から産後ショートステイを始めた
助産所とうみ

就学援助費支給の改善点

問答

市
民
の
市
政
へ
の
関
心
に
つ
い
て

ど
う
考
え
る
か

市
政
に
対
す
る
市
民
の
関
心
を

高
め
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る

問　

く
る
み
黒こ
く

斑は
ん

細さ
い

菌き
ん

病び
ょ
うと

は
何
か
。防
除
対
策
は
ど
う
か
。

産
業
経
済
部
長　

こ
れ
は
キ
サ

ン
ト
モ
ナ
ス
属
菌
に
よ
る
病
害

で
欧
米
・
中
国
で
発
生
し
て
い

る
。日
本
で
は
昨
年
初
め
て
発

生
が
確
認
さ
れ
、3
月
に
は
対

策
農
薬
が
緊
急
登
録
さ
れ
た
。

今
後
防
除
の
周
知
に
努
め
る
。

問　

く
る
み
は
樹
高
が
高
く

普
通
の
ポ
ン
プ
で
は
届
か
な
い
。

機
材
購
入
補
助
や
ポ
ン
プ
の
無

料
貸
出
を
行
な
っ
た
ら
ど
う
か
。

産
業
経
済
部
長　

現
在
の
防
除

機
材
を
活
用
し
、防
除
意
識
の

啓
発
に
努
め
た
い
。

問　

若
者
の
働
く
場
を
確
保

す
る
た
め
の
取
組
み
は
ど
う
か
。

産
業
経
済
部
長　

I
T
関
連
の

5
社
を
誘
致
し
8
名
が
就
労
、

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ぺ
ー
ス
え
べ

や
で
は
4
名
が
起
業
し
た
。

 

青
少
年
育
成
と
地
方
創
生
は

問　

か
つ
て
家
庭
・
地
域
や
学

校
は
子
ど
も
に
道
徳
規
範
を
学

ば
せ
る
場
所
。そ
の
再
生
こ
そ

地
方
創
生
や
道
徳
教
育
と
繋
が

る
。家
庭
や
学
校
、地
域
の
養
育

能
力
が
問
わ
れ
る
今
、子
ど
も

た
ち
の
遊
び
回
る
環
境
と
遊
ぶ

声
が
地
域
か
ら
消
え
た
。現
状

を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

教
育
長　

子
ど
も
が
野
外
で
友

達
と
元
気
よ
く
遊
ぶ
こ
と
は
、子

ど
も
た
ち
の
成
長
に
と
っ
て
大

切
。遊
び
の
中
で
規
律
や
人
間
関

係
を
学
ぶ
成
長
過
程
で
こ
の
よ

う
な
場
面
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
こ
と
は
大
変
残
念
に
感
じ
て

い
る
。こ
う
い
っ
た
時
間
を
創
造

し
て
い
く
こ
と
は
遊
び
の
天
才

と
言
わ
れ
る
子
ど
も
た
ち
自
身

で
子
ど
も
た
ち
の
自
主
的
な
行

動
が
大
切
と
考
え
る
。

高校生企画“木の枝等で作成した楽器を楽しむ”

とうみレッツ号とお買い物バスの仕組み

阿部　貴代枝議員

若林　幹雄議員

問答

買
物
弱
者
の
た
め

市
内
循
環
の
買
物
バ
ス
は
ど
う
か

現
行
レ
ッ
ツ
号
と
重
複
す
る

費
用
対
効
果
が
課
題
だ

窪田　俊介議員

問答

就
学
援
助
費
の
支
給
時
期
改
善
の

検
討
は
ど
う
か

入
学
準
備
金
を
2
月
支
給
に
し
た
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一 般 質 問

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」を
策
定
し
た
が
、ど
う
推
進

す
る
か
。

市
長　

必
要
な
事
業
を
取
捨
選
択

し
成
功
に
向
か
っ
て
、絶
え
ず
点

検
し
な
が
ら
、多

く
の
方
に
理
解

を
い
た
だ
き
な

が
ら
歩
み
を
進

め
て
い
る
。

災
害
発
生
時

に
お
け
る
避

難
所
運
営
は

問　

地
域
防

災
計
画
で
は
、

防
災
体
制
の
確

立
、防
災
事
業

の
促
進
、災
害

復
旧
の
迅
速
適

切
等
が
定
め
ら

れ
、避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル

問　
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
法
」の
主
な
目
的
は
、地
域
に

お
け
る
雇
用
創
出
、国
と
地
方

自
治
体
の
連
携
な
ど
が
基
本
理

念
。昨
年
8
月
に「
東
御
市
ま

等
を
整
備
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。取
組
み
状
況
は
。

総
務
部
長　

国
に
お
い
て
も
災

害
対
応
を
経
験
し
た
職
員
を
派

遣
す
る
制
度
の
検
討
に
入
る
と

の
こ
と
で
す
の
で
、人
的
支
援

等
を
検
討
し
な
が
ら
、滞
り
の

な
い
よ
う
に
避
難
所
運
営
に
当

た
っ
て
ま
い
り
た
い
。

若
年
性
認
知
症
の
方
へ
の

対
応
は

問　

若
年
性
認
知
症
の
本
人

や
家
族
は
、特
有
の
課
題
を
抱

え
て
い
る
の
で
十
分
な
支
援
が

必
要
で
あ
る
。本
市
の
現
状
と

取
組
を
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長　

若
年
性
認
知

症
の
症
状
の
あ
る
方
は
19
人
お

り
全
員
が
何
ら
か
の
介
護
保
険

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
受
け
て
い

る
。相
談
や
対
応
に
当
た
っ
て

は
適
切
な
対
応
を
行
っ
て
い
く
。

ど
れ
だ
け
つ
く
か
、採
択
し
て

も
ら
え
る
か
の
問
題
が
あ
り
、

そ
れ
に
向
け
設
計
を
し
、す
ぐ

や
れ
る
と
い
う
準
備
態
勢
が
必

要
だ
。

北
御
牧
児
童

館
に
つ
い
て

問　

近
隣
の

自
治
体
で
は
5

時
半
以
降
に
閉

館
に
な
る
ケ
ー

ス
が
多
い
。ま

た
土
曜
日
、長

期
休
み
に
対
し
、

開
館
が
9
時
で
、

親
の
仕
事
の
都

合
で
1
時
間
も

外
で
待
っ
て
い

る
子
ど
も
が
い

る
状
況
で
あ
る

こ
と
に
対
し
ど

う
考
え
る
か
。

円
、27
年
度
1
4
0
0
万
円
の
被

害
額
で
あ
っ
た
。山
林
や
周
辺
の

荒
廃
化
等
に
よ
り
有
害
獣
の
生

息
範
囲
が
広
が
り
、ク
マ
等
の

目
撃
情
報
も
増
加
し
た
。

問　

捕
獲
さ

れ
た
鳥
獣
数
は

ど
の
く
ら
い
か
。

ま
た
、そ
の
処

分
は
ど
う
し
て

い
る
か
。　
　

産
業
経
済
部
長

　

27
年
度
の

捕
獲
数
は
、イ

ノ
シ
シ
が
10

頭
、ニ
ホ
ン
ジ

カ
が
92
頭
、ハ

ク
ビ
シ
ン
が
70

頭
、カ
ラ
ス
が

7
0
9
羽
捕
獲

さ
れ
、イ
ノ
シ

シ
、ニ
ホ
ン
ジ

カ
は
猟
友
会
の

問　

田
中
・
滋
野
小
以
外
の
3

小
学
校
の
ト
イ
レ
の
改
修
は
最

優
先
事
項
だ
と
思
う
が
。

教
育
次
長　

残
る
3
小
学
校
も

実
施
し
た
い
が
、国
の
補
助
が

問　

農
作
物
の
鳥
獣
被
害
の

実
態
と
、野
生
鳥
獣
の
出
現
状

況
は
ど
う
か
。

産
業
経
済
部
長　

農
作
物
被
害
は
、

平
成
25・
26
年
度
は
1
6
0
0
万

教
育
次
長　

職
員
配
置
、施
設

管
理
、経
費
も
含
め
て
判
断
し

現
状
の
時
間
で
運
営
し
て
い
る
。

現
状
の
ま
ま
で
良
い
と
思
っ
て

は
お
り
ま
せ
ん
の
で
、ど
れ
ほ

ど
の
改
善
が
出
来
る
か
は
今
後

の
検
討
課
題
と
す
る
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

問　

東
部
地
区
の
ゴ
ミ
袋
の

値
段
は
北
御
牧
の
3
倍
で
、統

一
す
る
場
合
に
は
安
い
方
が
あ

り
が
た
い
。ま
た
紙
お
む
つ
専

用
の
ゴ
ミ
袋
を
つ
く
り
、無
料

配
布
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
は

ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長　

お
む
つ
専
用

袋
の
無
料
配
布
な
ど
は
、意
見

と
し
て
承
り
、分
別
の
検
討
と

あ
わ
せ
て
関
係
部
局
と
も
十
分

協
議
、連
携
を
図
り
な
が
ら
検

討
す
る
。

皆
さ
ん
の
自
家
消
費
等
で
、そ

の
他
は
埋
設
処
分
さ
れ
て
い
る
。

問　

今
後
、力
点
を
置
く
べ
き

鳥
獣
害
対
策
は
何
か
。

産
業
経
済
部
長　

対
象
鳥
獣
の

駆
除
を
主
体
に
被
害
軽
減
を
図

る
。そ
の
た
め
、捕
獲
に
係
る
経

費
や
狩
猟
免
許
の
取
得
・
継
続

費
用
の
支
援
を
行
い
、狩
猟
者

の
確
保
を
図
る
。

ジ
ビ
エ
振
興
に
つ
い
て

問　

捕
獲
し
た
シ
カ
等
に
つ

い
て
、ワ
イ
ン
の
振
興
と
あ
わ

せ
ジ
ビ
エ
と
し
て
の
活
用
を
進

め
た
ら
ど
う
か
。

市
長　

湯
楽
里
館
で
ジ
ビ
エ

フ
ェ
ア
を
や
っ
て
い
る
。ど
の

程
度
の
供
給
が
必
要
か
等
、猟

友
会
の
皆
様
の
意
向
等
に
配
慮

し
な
が
ら
、ワ
イ
ン
振
興
と
併

せ
て
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

年度内に改修工事が行われるトイレ（ 田中小学校）御牧原に設置のカラス捕獲檻

9月4日に行われた防災訓練の様子（ 下八重原区）

山崎　康一議員

問答

田
中
小
・
滋
野
小
に
続
い
た

小
学
校
ト
イ
レ
改
修
は

4
.
5
年
以
内
に
は

残
る
3
校
も
実
施
し
た
い

横山　好範議員

問答

鳥
獣
害
対
策
を
ど
う
進
め
る
か

駆
除
を
主
体
に
被
害
軽
減
を
図
る

依田　政雄議員

問答

地
方
創
生
総
合
戦
略
の

更
な
る
推
進
に
つ
い
て

総
合
戦
略
達
成
に
向
け
切
れ
目
な
く

事
業
展
開
し
て
ま
い
り
た
い

第４回定例会で可決・同意した
補正予算、条例等

◆
平
成
28
年
度
一
般
会
計（
第

6
号
）

　

8
億
8
9
5
1
万
2
千
円
を
追

加
し
、総
額
は
1
6
2
億
1
7

4
1
万
0
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
６
〜
７
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◆
平
成
28
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計（
第
2
号
）

　

1
9
5
9
万
4
千
円
を
追
加
し
、

総
額
は
38
億
8
8
3
万
8
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

◆
平
成
28
年
度
介
護
保
険
特
別

会
計（
第
2
号
）

　

3
5
7
万
4
千
円
を
追
加
し
、

総
額
は
28
億
2
8
6
万
2
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

◆
東
御
市
特
別
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
及
び
東
御

市
一
般
職
の
職
員
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
　

常
勤
の
特
別
職
の
職
員
及
び

議
会
の
議
員
の
期
末
手
当
、並

び
に
一
般
職
の
職
員
の
給
料
票

及
び
期
末
手
当
の
支
給
率
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

補
正
予
算
　

3
件

◆
そ
の
他
4
件

　
　

法
律
の
一
部
改
正
等
に
伴
う

所
要
の
改
正
で
す
。

◆
川
西
保
健
衛
生
施
設
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

　
　

し
尿
処
理
施
設
及
び
汚
泥
処

理
施
設
に
係
る
共
同
処
理
す
る

事
務
の
市
町
の
欄
の
旧
北
御
牧

区
域
に
限
る
規
定
を
削
除
す
る

も
の
で
す
。

※
詳
し
く
は
８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。（
総
務
産
業
委
員
会
レ

ポ
ー
ト
）

組
合
規
約
変
更

定
住
自
立
圏
に
つ
い
て 

2
件

条
例
の
一
部
改
正
　

5
件

平成28年

Interview
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採決結果:◎全会一致で可決、同意、承認○賛成多数で可決　×否決

定例会の提出案件の審議結果第４回

議案番号 案　　件 採決
結果

常任委員会審査結果
総務産業 社会文教

議案第74号 平成28年度東御市一般会計補正予算（第6号） ◎ ― ― 

議案第75号 平成28年度東御市国民健康保険特別会計補正予算（第2号） ◎ ― ― 

議案第76号 平成28年度東御市介護保険特別会計補正予算（第2号） ◎ ― ― 

議案第77号 東御市特別職の職員の給与に関する条例及び東御市一般職の職員の給与に関する条
例の一部を改正する条例 ◎ ◎

議案第78号 東御市一般職の職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例 ◎ ◎

議案第79号 東御市税条例の一部を改正する条例一部を改正する条例 ◎ ◎

議案第80号 東御市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ◎ ◎

議案第81号 東御市国民健康保険条例の一部を改正する条例 ◎ ◎

議案第82号 川西保健衛生施設組合の規約の変更について ◎ ◎

議案第83号 上田地域定住自立圏形成に関する協定の変更について ◎ ◎

議案第84号 佐久地域定住自立圏形成に関する協定の変更について ◎ ◎

請願第1号 免税軽油制度の継続を求める請願 採択 ◎

陳情第1号 地域防災の向上と災害に強い防災拠点の整備を求める陳情書 採択 ◎

陳情第2号 給付型奨学金制度の創設等を求める意見書（決議）の提出を求める陳情 採択 ◎

陳情第3号 国の責任による35人学級推進と、教育予算の増額を求める陳情書 採択 ◎

陳情第4号 義務教育費国庫負担制度の堅持を求める陳情書 採択 ◎

議員提出
議案第7号 免税軽油制度の継続を求める意見書の提出について ◎ ― ― 

議員提出
議案第8号 地域防災力の向上と災害に強い防災拠点の整備を求める意見書の提出について ◎ ― ― 

議員提出
議案第9号 給付型奨学金制度の創設等を求める意見書の提出について ◎ ― ― 

議員提出
議案第10号 義務教育費国庫負担制度の堅持を求める意見書の提出について ◎ ― ― 

議員提出
議案第11号 国の責任による35人学級推進と、教育予算の増額を求める意見書の提出について ◎ ― ― 

常任委員会審査結果の「―」印は、委員会に付託されなかった案件です。

追って
話題を 新人議員

FMとうみに生出演

昨年11月改選となった東御市議会、今
回の改選では5名の新人議員が当

選いたしました。
　その5名が11月25日「FMとうみ」の生放送
の特別番組「東御市議会～新人議員に聞く～」
に出演しました。
　おおよそ1時間の番組で前半2名と後半3名
の2グループに分かれ、パーソナリティーの質
問にそれぞれが答えていくという内容でした。

①議員になって一番取り組みたいことは？
②東御市の課題は？
③市議として自分の強みは？

という3つの質問に対し、各議員が答えまし
た。
　ラジオ出演は初めてということもあり、始
まる前から「緊張してしまい上手く伝えられ
るかな…」と心配しましたが、放送が始まると
パーソナリティーさんの巧みなリードで、それ
ぞれの考えを語ることができました。
　3つの質問の他「議員バッジを初めて付けた
ときの感想は…」と聞かれると、「緊張しまし
た」「責任の重さを感じた」「いよいよ始まるん
だなと身が引き締まった」など初々しい感想
が聞かれました。
　FMとうみへの新人議員出演は初めて。「開
かれた議会活動」「市民に近い市議会」の取り
組みのひとつとして、良い機会をいただいたと
思いました。
　放送をお聞きになった市民の方から早速「今
の気持を忘れず頑張って！」という声も頂き
ました。「初心忘れるべからず」…市民のみな
さまに常に寄り添った議員である様に研鑽努
力を重ねて参ります。

田中議員…６次化推進で雇用の創出
髙木議員…切れ目のない子育て支援の充実
中村議員…子どもたちの未来環境の整備
山浦議員…市民参加型の開かれた議会
髙森議員…若者が定住する市にしたい

田中議員…少子・高齢化
髙木議員…女性目線の政策の実現
　　　　　（少子高齢化対策等）
中村議員…若年人口を増やす取り組み
山浦議員…市民同士の繋がり感の不足
髙森議員…人口を増やし、農地の見直し

田中議員…議員の中では「若手」です！
髙木議員…徹してひとり一人に寄り添うこと
中村議員…地域事業・有機農業の実績
山浦議員…市民目線の自由な民間感覚
髙森議員…わからない事ばかり、すべてが勉強です

議員になって一番取り組みたいことは？

東御市の課題は？

市議として自分の強みは？
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議員バッジを初めて付けたときは緊張しました

責任の重さを
感じ、

いよいよ始
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だなと身が
引き締

まりました
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議会はいつ開かれているの？

？

市議会は定例議会が3月、6月、9月、12月の年４回
開かれます。臨時に開くこともあります。

Q

特集

A＆
議 会議 会

ぎかい

気軽に議会の様子を知るには
どうすればいいですか？

市議会のホームページはどこにありますか？

Q
質問

Q
質問

「東御市議会」のホームページをご覧下さい。

スマホやパソコンを使って下図の手順で検索し
てください。

A

A
１ ２

３

東御市 検索

ホームページで
議会の様子がわかるんだね！

ホームページで
議会の様子がわかるんだね！

ホームページで
議会の様子がわかるんだね！

ようこそ
東御市議会へ！
ようこそ

東御市議会へ！

東御市 検索

ホームページで
議会の様子がわかるんだね！

ホームページで
議会の様子がわかるんだね！

ホームページで
議会の様子がわかるんだね！
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東御市議会へ！
ようこそ

東御市議会へ！

議会はどこでやっているのですか？Q
質問

気

軽に議会を気

軽に議会を

覗
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覗
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開
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！
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聴
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！

ホ
ー
ム
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ー
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で
！

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
！

どうしたら傍聴できますか？Q
質問

傍聴の手続きは簡単です。また、傍聴席への出入りは
自由ですので是非傍聴にお越し下さい。

傍聴席入口で傍聴カード
に住所・氏名を記入する。

傍聴カードを
受付箱に入れる

傍聴席から議場に入り
傍聴する

すべての議会に関する会議は傍聴することができます。（一部の会議は議長や委員
長の許可が必要です）ただし、議会はいつでも開かれているのではありません。年４
回の定例会、臨時会の日程などの詳細については、議会事務局にお問合せください。

A

〈議会傍聴の流れ〉
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できます。
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東御市 検索

ホームページで
議会の様子がわかるんだね！

ホームページで
議会の様子がわかるんだね！

ホームページで
議会の様子がわかるんだね！

ようこそ
東御市議会へ！
ようこそ

東御市議会へ！

東御市議会一般質問
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ホームページではどんなことが
わかりますか？Q

質問

一般質問の動画や会議録が
閲覧できます。A
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意外と知られていない？ 議会
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新
た
な
年
の
幕
開
け
に
あ
た
り
、市
民
皆

様
方
に
と
り
ま
し
て
幸
多
い
年
と
な
り
ま

す
様
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
市
制
四
回
目
の
市
議
選
で
十
七

名
に
よ
る
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し

た
。こ
れ
ま
で
の
三
常
任
委
員
会
が
今
議
会

か
ら
総
務
産
業
と
社
会
文
教
の
二
委
員
会

制
と
な
り
、併
せ
て
新
人
議
員
が
五
名
と
い

う
体
制
で
す
が
、新
人
議
員
も
諸
先
輩
の
英

知
に
習
い
議
員
全
員
が
皆
様
方
の
付
託
に

お
こ
た
え
す
べ
く
努
め
て
参
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。又
皆
様
か
ら
も
多
く
の
ご
意
見
を

お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
、と
願
っ
て
お
り
ま

す
の
で
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

ご 意 見 ご 感 想
　市議会だよりについて、ご意見・
ご感想また、市議会へのご意見・ご
要望もお受けしていますので、下記
までお寄せください。
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地
域
に
お
い
て
は
水
路
改
修
な

ど
受
益
出
役
事
業
や
舗
装・草
刈

り
等
全
戸
出
役
事
業
な
ど
、事
業

の
ほ
と
ん
ど
を
自
営
工
事
で
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

農
政
事
業
に
地
域
全
戸
の
ご

協
力
を
頂
く
こ
と
に
は
、様
々
な

角
度
か
ら
の
疑
問・批
判
の
声
も

さ
さ
や
か
れ
ま
す
。取
り
組
み
担

当
役
員
の
負
担
も
ま
た
多
少
の

差
は
あ
る
も
の
の
い
ず
れ
も
過

大
で
す
が
、取
り
組
み
主
眼
の
ひ

と
つ
に「
地
域
活
力
の
創
出
」と

い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。

　

元
気
な
地
域
づ
く
り
の
為
に

は
、地
域
住
民
皆
が
そ
れ
ぞ
れ
な

ん
ら
か
の
地
域
活
動
に
関
わ
っ

て
い
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で

す
。当
然
、地
域
内
で
の
対
話
や

区
と
の
協
調
が
必
要
で
す
。こ
の

地
域
が
農
業
地
帯
と
い
う
一
面

性
に
よ
る
農
地・
水
保
全
管
理

事
業
の
取
り
組
み
易
さ
は
あ
り

ま
す
が
、様
々
な
地
域
事
業・
活

動
が
そ
う
し
た
考
え
方
に
よ
っ

て
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と

で
、現
在
の
御
牧
原
南
部
区
に
は

地
域
活
性
に
向
か
う
空
気
感
が

育
っ
て
い
る
実
感
が
あ
り
ま
す
。

　
南
部
農
地・水
保
全
管
理
委
員

会
は
地
域
住
民
が
自
ら
の
手
で

取
り
組
む
地
域
活
動
の
一
部
で

す
が
、次
の
世
代
の
為
の
環
境
整

備
に
む
け
て
一
翼
を
担
っ
て
い

ま
す
。

　
南
部
農
地・保
全
管
理
委
員
会
、

長
た
ら
し
い
名
称
の
会
で
す
が
、

現
在
の
国
の
多
面
的
機
能
支
払

制
度
を
利
用
し
御
牧
原
南
部
区

地
域
の
農
業
面
に
か
か
わ
る
環

境
整
備
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
地
域
活
動
組
織
で
す
。

　
農
道
の
補
修・改
良・舗
装
、水

路
の
補
修
改
良
、た
め
池
の
補
修
、

農
道・水
路・た
め
池
の
草
刈
、水

路
の
泥
上
げ
等
々
農
業
環
境
の

保
全
管
理
が
主
な
中
身
で
す
。当

この広報は議員の自主編集で発行しています。

地域活性は地域の人達の手で
南部農地・水保全管理委員会　中村眞一

再生紙を使用しています。
植物油インキを使用しています。

▲農道舗装と育成会植栽

中
村
眞
一

議会傍聴へようこそ
明日の東御市を拓く市議会◆あなたも参加しませんか… 第１回定例会における一般質問は

３月７日・８日・10日に予定されています。


